２０１２年６月２日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第５章２１～２９節

・勉強：第２章第２２節

　毎回講話の後、私は皆さんからの質問を受けますが、それは時により簡単だったり難しかったりします。さて、今日は私から皆さんに簡単な質問をします。

「数々のヒンドゥー教の聖典が、人間について述べている教えの結論とはなんでしょうか？」
これが質問です。ヒンドゥー教にはギーター、ウパニシャッド、バーガヴァダムなどをはじめとして数多くの聖典がありますが、それらの人間についての結論はなんでしょうか？
皆さん、いかがですか？

出席者-「人としての目的は欲望、執着を捨て、最終的にはブラフマンと一体化して悟りを得ることである」-「個人が存在するというのは幻想であり、実際にはアートマンのみが存在する」-「人の悪いところを見ず、慈悲の心で人を見るべきである」-「人間はブラフマンと同じであり、ブラフマンだけが実在で、それ以外は非実在、マーヤである」-「人生の目標は神を知ることである」etc.
皆さんのお答えはそれぞれ正しいのですが、私個人の考えでそれをもっと簡単に言うと(皆さんご意見があればどうぞおっしゃって下さって構いませんが)、聖典の結論とは、

「あなたは肉体ではなく、純粋な意識です。どうかそれを悟って下さい」
以上、終わり。

このひとつの結論のために、聖典の記述は沢山あり、哲学も数多く、注釈も、注釈のそのまた注釈もいっぱいありますが、結論はこれだけです。

次の私の質問です。

「一行で表現できるこの単純な結論のために、なぜこれほど膨大な教えがあるのでしょうか？」

出席者-「どの教えを受け入れ易いかは個人差があり、人それぞれだから」etc.
一番の理由は、我々にとって自分は肉体であるという意識があまりにも強いので、何度も繰り返し説明しないと、教えが本当にインプットされないからです。

もちろん、人によって理解のレベルがさまざまであるというのも、膨大な教えが存在する理由の一つでもありますが、なにより我々の「からだ意識」は信じられないくらい強固なのです。

ですからある時にブラフマンを理解したとしても、次の瞬間にはすぐそれを忘れて正反対の考えにとらわれてしまい、絶えず矛盾が生じます。

自分はアートマンだと考えても、ご馳走を前にすると途端に肉体意識が強くなります。

こう考えると、聖典は我々にとって母親のようなものだと言えます。それも「永遠の母」です。

世間一般の世俗的な母親は「体のために沢山栄養を取りなさい」と子供に言いますが、これは一時的な教えです。普通の母親は今生の善について話しますが、聖典は永遠の善について教えます。
子供が母親の言うことを理解しない時、母親は何回も同じことを言いますし、そのことを厭いません。

聖典も同じです。

我々のサムスカーラ(過去世での経験で蓄積された印象、およびそれによって決定される個人的傾向)は大変肉体的なので、それを反対の方向に向けるためには、教えを繰り返し学ぶ必要があります。
皆さんの周りの人たちの99％は、自分は肉体であると思っています。

「あなたは肉体ではなく、純粋な意識である」、という教えを聞くチャンスは大変少ない。

たとえば東京に住んでいる人の何パーセントが、この教えを学ぶ機会があるでしょうか。

カタウパニシャッドの中に、このことに関しての有名な記述があります。

「ブラフマンについての話をただ聞くだけでも、その幸運に恵まれる人は少ない。それを理解し実践する人は、もっと少ない。そして悟る人はさらに稀である。」

しかし最初はまず話を聞くことから始まります。そのチャンスに恵まれただけでも大変ラッキーです。

そう考えると、やる気が出てきます。
今要約している第2章のテーマの一つである「アートマンの本性」も、この教えに関連しています。

2章の20節で説明されている、

　生まれることがない(始まりがない)、なくなることがない(終わりがない)、生まれていない、

　永遠である、変化しない、いつも同じ

はアートマンの性質です。

次にギーターの中でもとくに有名な、22節について説明します。

人が古くなった衣服を脱ぎ捨て、新しい別の衣服に着替えるように、魂も、使い古した肉体を捨て去り、新しい肉体を纏っていくのだ。

この節の意味は大変深いのです。逐語的に説明していきます。

ヴァーサーンシ：服、ジールナーニ：古くなった、ヤター：たとえば、ヴィハーヤ：捨てる、

ナヴァーニ：新しい衣服、グリフナーティ：受け入れる(着る)、ナローパラーニ：人は別の服を、

タター：同じように、シャリーラーニ　ヴィハーヤ：肉体を捨てる、ジールナーニ：古く無用な、　アンニャーニ：新しい、サンヤーティ：受け入れる、ナヴァーニ：新しい肉体、デーヒー：魂
僧侶であり有名なギーターの注釈者でもあるマドゥスダン・サラスワティの解説によると、
アルジュナの苦悩は、対立する陣営に属するビーシュマやドローナなどの、尊敬している人たちと戦わなければならないことだった。
そのアルジュナに対してクリシュナは、ビーシュマやドローナは立派な人たちだが、老人なので肉体的には弱っている。そして彼らは、たとえ戦いで殺されたとしても天国に行く。だから悲しまないようにと話し、クリシュナの苦悩を取り除こうとした。
これがマドゥスダン・サラスワティの説明ですが、これはクルクシェートラの戦いのこの特殊な状況に限定的な説明であると言えます。
より普遍的な説明をするなら、この節には「再生」という大きなメッセージが提示されているのです。

ヒンドゥー教や仏教とセム族系の宗教であるキリスト教、ユダヤ教、イスラム教の考え方は違います。

後者において、人間にとって今生とは初めての生で、前世はありません。

来世はありますがそれは人間として生まれるのではなく、現世の行いによって天国か地獄に行きます。

そして天国や地獄は永遠です。

これに対してヒンドゥー教には「再生の教義」が存在し、人間は何回も生まれ変わりを経験します。

仏教もヒンドゥー教を源流としているので、再生の教えがあります。

ヒンドゥー哲学者のなかで、唯一例外的に再生を認めないのがチャールヴァークです。
彼の考えは、人間が肉体を失うとそれで終わり。生きている間は大いに楽しむべきであり、お金を借りて返済できなくても構わないというものですが、これは非常に特殊な例外です。
それ以外のすべてのヒンドゥー哲学では、再生が固く信じられていますが、それでは来世はどのようにして決まるのでしょうか。

来世は欲望により決まります。欲望が残っている限り、来世に生まれ変わります。

欲望は「種」のようなものです。最初のステップは欲望です。

欲望を満足させるため、我々は行動します。その行動には、良いものと悪いものがあります。

たとえばお金を稼ぐときに、非道徳的な方法でそれをすることもあります。
その行動の結果、我々は喜んだり、苦しんだりします。
サンスクリット語の「カルマ」はもともと「はたらき」という意味ですが、それに加えて「はたらきの結果」という意味もあります。カルマには二つの意味があります。
カルマには良いカルマと悪いカルマがあります。

通常はよいカルマの結果で喜び、悪いカルマの結果で苦しみがもたらされます。
ところで、なぜ来世が必要となるのかは、きちんと理解する必要があります。

人間の生が今生だけで完結せず、来世に続く理由は二つあります。

ひとつの理由は、今生だけで欲望を全て満足させることはできないからです。

満たされない欲望は必ず残ります。食べ物を例にとると、一回食べたり飲んだりしただけで満足することはありません。また同じものを食べたい、飲みたいと思います。
一回楽しんだだけで満足できるのは放棄した人だけであり、普通の人はそれができません。

ラーマクリシュナは特別な例です。ある時ラーマクリシュナは、ショールを欲しがりました。

支援者のモトゥルバブーは大変金持ちだったので、ラーマクリシュナにとてもきれいなカシミアのショールを買い与えました。

ラーマクリシュナはそれを身に付け、自分に似合うと喜びましたが、すぐにそれを脱ぎ捨て足で踏みつけ、「これを身に付けているとラジャス的になる。焼き捨ててしまいたい」と言いました。
これが放棄の例です。一方我々は何回繰り返し楽しんでも、なお飽き足りません。
これは一回だけでは満足できないという例ですが、まだ一度もその欲望が満たされたことがない場合もあります。

アメリカに行きたい、フィンランドに行きたい、韓国に行きたい、月に行きたい、金持ちになりたい、

などこれまで経験してないことを経験したい、そのために来世が必要です。
現世ではすべての欲望を満足させることができないということ以外に、来世が必要であるもう一つの理由は、前世までに蓄積したカルマの結果を経験するには、現世だけでは足りないからです。

カルマは残るので、その清算のため来世が必要です。欲望とカルマが再生の二つの理由です。

源は欲望であり、欲望がなければ満足もない、満足がなければはたらきもない、はたらきがなければカルマもない、カルマがなければ生まれて来ません。欲望は再生の「種」です。

ところで再生と言いますが、いったい何が生まれ変わるのでしょうか？

ヒンドゥー世界では死んでしまえば、その亡骸は火葬されて灰になります。キリスト教、イスラム教世界では埋葬されます。ですから肉体が生まれ変わることはできません。

生まれ変わる主体は何かと言えば、個人的アートマンと精妙な体です。

ヒンドゥー哲学においてこの点ははっきりしており、何の混乱もありません。

体には色々なレベルがあり、一番粗大な体は肉体、精妙な体は感覚、生命エネルギー、心、知性、自我、記憶などです。肉体を燃やしても精妙な体と個人的アートマンは燃やすことはできず、それが来世に生まれ変わります。

精妙な体と個人的アートマンが新しい肉体に入ることが、生まれ変わりの意味です。
たとえば女王蜂が自分の巣を去って移動するとき、他の働き蜂は全員その後に従います。
この場合蜂の巣が肉体です。女王蜂がアートマンで、働き蜂は感覚、生命エネルギー、心、記憶、知性です。新しい巣は新しい肉体です。
肉体とアートマンは別なものであり、肉体がなくなってもアートマンはなくなりません。
そして欲望とカルマが残っている限り、アートマンは再生して新しい肉体に入ります。

新しい肉体を必要とする別の理由は、たとえ100歳を超えて長生きしたとしても、老いて弱った肉体では欲望を満足させられないからです。

内なる自己は、弱った体では欲望を満足させられないことを悟って、新しい肉体を求めます。

そう考えると、死は否定的ではありません。
欲望の満足ということだけでなく、肯定的に考えると自己発達したい、もっと瞑想したいので新しい肉体を求める場合もあります。

新しい若い肉体に入って、もっと霊的な実践をしたいという願望は、否定的でなく肯定的です。

自分は肉体であるという考えにとらわれている皆さんが、死について考えるとき非常に混乱します。

肉体の死後、自分がなくなるのかなくならないのかわからないので、混乱します。
そしてもし死後自分が本当になくなると考えると、不安になります。

なぜなら皆さんはずっと生き続けたいと思っているからであり、それはおかしいことではありません。

生き続けたいという願望は、非常に深いところに根差しています。

なぜなら我々の本性は永遠だから、死なずに永遠に生き続けたいと思うのは変ではありません。

我々が間違えるのは、肉体で生き続けたいと思うことです。肉体は自然になくなります。

我々は肉体の永遠ではなく、魂の永遠を求めるべきです。

永遠になりたいという願望は間違いではないのですが、無知の影響で肉体の永遠を求めるため、死に対して不安になります。
悪い欲望、良い願望どちらでも満足させるために、我々は新しい肉体を求めて再生します。
22節の服のたとえは、このことに関連しています。

我々は古くて穴が開いたり、ちぎれたりしているような服を捨てて新しい服を着ますが、それは苦しみですか、喜びですか？子供たちに聞いてみてください。それは楽しいことだと言うはずです。

インドではドゥルガープージャという大きな祭りの前、家族全員が新しい服に換えますが、私自身はそれが大変楽しみでした。
普通の人間は古くなった肉体であってもそれを捨てることを怖がりますが、老人ホームにいるお年寄りの中には、老いて病気で苦しいので早く死にたいという方もいます。
しかしこれは苦しみから解放されたいという、否定的な考え方です。

ギーターはその反対で肯定的です。新しい体に入って、自己発達したいというのは肯定的です。

西洋では「彼は死んだ。(He died.)」という表現をします。

時々「世を去る(passing away)」という言い方もします。

ヒンドゥー教では「死ぬ」という表現をしません。「体を捨てる」と言います。
哲学を勉強したことのない一般の人々も、この表現を使います。

「He left his body.」、「He gave up his body.」と言います。

「死ぬ」とは言いません。大きな違いです。「死ぬ」とは「無くなる」という意味です。

「体を捨てる」とは肉体は存在していなくても、人は別な形で存在することを意味しています。

「彼は体を捨てた」の場合、彼と体は違います。彼は別の形で続いています。

ヒンドゥー哲学は非常に深いレベルでインドの人たちの考えに浸透しているので、農民でもこのような表現を使います。「親戚の誰それが肉体を捨てた」等。それほど来世が固く信じられています。
肉体がなくなっても、その人はなくなっていないと信じられています。

死後肉体がなくなっても、期間はまちまちですが霊界に一定の間留まり、その後それぞれのカルマに応じて天国や地獄に行きます。そして、また再生します。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダは、1902年7月4日肉体を捨てました。

スワミの兄弟弟子であるラーマクリシュナーナンダは、南インドのチェンナイの支部で教えを広めるために派遣されていました。

スワミジが亡くなった日の前日、ラーマクリシュナーナンダはスワミジの声を聞きました。
「シャシ(ラーマクリシュナーナンダの出家前の名前)、私は自分の体に唾を吐きかけそれを捨てた」。
その時点でラーマクリシュナーナンダはその声の意味は分かりませんでしたが、翌日電報を受け取りスワミジの死を知りました。
私の知る限り、西洋にこれに類する例が一つだけあります。
ギリシャの哲学者ソクラテスは、若者を堕落させたとして罪に問われ、死刑が下されました。
処刑の方法はドクニンジンを飲ませることでしたが、ソクラテスはこれに抗議することはなく、亡命することもしませんでした。自分の主張は間違ってはいないと信じていました。

毒を飲む前、最期を静かに迎えたいので、彼の死を悲しみ泣き崩れる女性たちを部屋の外に追い払いました。年老いた弟子のクリトーがソクラテスに、「先生、あなたが亡くなった後、どのようにあなたを埋葬すればいいでしょうか？」と尋ねました。

それに対するソクラテスの答えは、ウパニシャッドと同じです。
「クリトー、あなたはまず本当の私が誰なのかを理解したうえで、その質問をして下さい。そしてあなたの質問が私の肉体についてなら、ギリシャの伝統に従ってください」。
実際のソクラテスは純粋意識であり、それは燃やすことも埋葬することもできません。

これが識別です。

イギリスの学者がソクラテスについて本を書きましたが、その中に面白いコメントがあります。
「もしソクラテスのメッセージを本当に理解したいなら、ウパニシャッドを勉強しなさい」
現代人がソクラテスの教えを理解したいなら、ウパニシャッドを勉強する必要があります。

キリスト教の聖典の中に、このような教えはありません。
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